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基礎学力 個人試験 ペア試験 差
PLh ５８．９６ ５０．６９ ５２．４７ １．７８
PS ５０．４８ ４８．８５ ５１．３５ ２．５０
PLl ４０．２８ ４６．９６ ４９．９１ ２．９５
７．２３
経験 個人試験 ペア試験 差
PLh ６０．９１ ５０．１２ ５３．６４ ３．５２
PS ４３．２１ ４８．４９ ４９．０６ ０．５７
PLl ４３．２１ ４８．６３ ５１．１４ ２．５１
６．６０
興味 個人試験 ペア試験 差
PLh ５８．４７ ５２．２３ ５２．８５ ０．６２
PS ４９．２９ ４９．１６ ５０．４２ １．２６
PLl ４１．３２ ４４．９０ ４８．９７ ４．０７
５．９５
入力速度 個人試験 ペア試験 差
PLh ５９．５２ ５３．７６ ５４．０５ ０．２９
PS ４７．７０ ４６．７８ ４８．６２ １．８４
PLl ４３．３０ ４８．３３ ５０．５４ ２．２１
４．３４
基礎学力 個人試験 ペア試験 差
PLh ６２．０３ ５１．０７ ５２．９３ １．８６
PS ４９．７３ ４８．６４ ５０．１２ １．４８
PLl ３５．５８ ４６．７２ ５１．３７ ４．６５
７．９９
発話数偏差 個人試験 ペア試験 差
多い ６０．９０ ４７．２４ ５０．５５ ３．３０
中 ４９．３８ ５０．５３ ５２．９５ ２．４２





























































基礎学力 １１．８１ ９．６９ ２．１３ ０．０３３９ ＊
入力速度 １１．４９ ９．１９ ２．３１ ０．０８１５
経験 １０．５７ ８．６０ １．９７ ０．０３３８ ＊
興味 １０．６９ ９．４０ １．３０ ０．１１３１
発話数合計 ５２．２０ ４８．７３ ３．４７ ０．００７４ ＊＊
表２ ペア効果上位グループと下位グループの各項目での検定結果
― ２３９ ―
学力」と「経験」において有意水準５％で有意差が認められ、「入力速度」
と「興味」においては有意差が認められないという結果となった。これは、
表１の結果とほぼ同じで、「基礎学力」と「経験」が組み合わせ指標として
有効であることを支持する結果となった。
発話数においても同様の分析を行ったが、有意水準１％で有意差が認め
られ、ペア学習効果と発話数が深くかかわっていることが、改めて確認さ
れる結果となった。
５．まとめ
前回、ペアを構成する指標として基礎学力を取り上げ、協同学習の効果
について検討を行った結果、学力差の大きいペア程学習効果が高い傾向が
示され、ある程度有効な指標であることが確認された。今回の結果はそれ
を支持するとともに、「経験」も有効な指標となる可能性が認められた。
「入力速度」や「興味」は、「基礎学力」や「経験」ほど有効でないことも
示唆された。
また、今回ペア試験の前に５分間の自由会話時間を設けたが、これがペ
ア試験に極めて効果的であることが、前回と今回の事後アンケート調査結
果から明らかとなった。
さらに、今回は、ペア学習時の会話内容の音声データを収集し、発話数
が多いほどペア学習の効果が高いことも明確になった。
今後は、「基礎学力」と「経験」の２つの指標の妥当性を詳細に分析する
と同時に、分析中の発話データより、ペア学習時のコミュニケーションプ
ロセスを明らかにし、組み合わせ指標との関連性について検討していく予
定である。
― ２４０ ―
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